
第4学 年 理 科学習指導案

日 時  平 成 15年 12月 5日 (金)5校 時

場 所  花 巻市立若葉小学校  理 科室

学 級  4年 2組  男 17名  女 17名  計 34名

指導者 藤  本    実

単元名 も ののかさと温度

単元について

(1)単 元について

4学 年の理科の目標に 「(2)空 気や水,物 の状態の変化及び電気による現象を力,熱 ,電 気の働
きと関係付けながら調べ,見 いだした問題を興味 ・関心をもつて追究 したりものづくりをしたり

する活動を通 して,物 の性質や働きについての見方や考え方を養 う。」とある。
本単元では,空 気,水 ,金 属をあたためたり冷やしたりして,空 気は温度によってかさが変わ

ることや)体 積が変わらないように見える水や金属も温度によつてかさが変わることを,実 験を
通 してとらえさせる。

また,そ こから,温 度変化と空気,水 ,金 属のかさの変化を関係付けて考えることができるよ

うになることをねらいとする。
さらに,実 験技能については,ガ ラス器具の取 り扱い,ア ルコールランプ,ガ スバーナーの使

い方などを学習 ・習熟していく。

(2)児 童について

児童は,前 単元 「水のすがたとゆくえ」で 「水は,温 度によって水蒸気や氷に変わること (C(2)
ア)」を, さらに 「もののかさと力」では 「閉じ込めた空気を圧す と,か さは小さくなるが,圧
し返す力は大きくなること。(B(1)ア)」 「閉じ込めた空気は圧 し縮められるが,水 は圧し縮め
られないこと。(B(1)イ)」を学習してきている。本単元では,温 度変化 と空気,水 ,金 属のかさの

変化について学習し,次 単元 「もののあたたまりかた」へと発展していく。

(3)指 導にあたって

理科の目標の重点として 「自然の事物・現象に何する問題解決の活動を通して事象の性質や規則
性を実感することにより科学的な見方や考え方を構築できるようにする。つまり、小学校の理科
では児童が具体的な自然の事物・現象に関わりながら,事象の性質や規則性について実感すること
により,科学的な見方や考え方を作 り、持つようにする」とある。

本単元では,温 度による空気や水,金 属の体積の変化について,「予想する,実 験 ・観察する,
考察する」といあ問題解決の手順を学習しながら,空 気)水 ,金 属の変化に対する関心を高め,
予想と結果を比較することにより実感を伴つた理解を図りたい。

具体的な指導にあたつては,単 元の導入として前単元の空気でつぽ うの玉がとび出したことと
フラスコを湯につけると栓がとび出すわけを比較しながら考えさせ,空 気の温度による変化に目
を向けさせるとともに,以 降の学習への意欲を高めるようにしたい。

また,空気の変化を発端にして,水 ,金属ではどうかを予想させ,学 習を広げさせるようにし,
次単元 「もののあたたまりかた」へと発展させていきたい。

さらに,予 想の段階では身の回りの出来事や経験を大切にしながら,実 生活との結びつきを大
切に指導していきたいと考える。



単元に関わる児童の実態

本単元の事前調査として,以 下の事項について調査した。

1 あ なたは,理 科の学習で次のことが好きですか。

(1)植 物や虫などを観

察すること

(2)

(N=33)

A と ても好き B  好 き C あまり好きではない Dきらい

13人 (39%) 12人 (36%) 8人 (24%) 0人 (0%)

(3)

(4)

いろいろな器具や

道具を使って実

験をすること

実験や観察の結果

を予想すること

実験や観祭の結果

を記録すること

2 次 のものは温度をあげると,か さはふえるでしょうか。ふえると思うものにO,ふ えないと思うもの
にXを つけ,そ う考 えたわ i を書きなさい。

もの ○ X 範
小

考えたわけ

水 4 26 3
X泰 発す る

空気 13 10 10 〇ピンポン玉をあたためた らふ くらんだ 〇 署い 日に空気が見えるときがある。
○見えないけど,ふ えると思 う。

て つ 4 17 12
×ふえるとは思えない。 ×ス トーブのカバーはあたためてもふえない。
○てつはすぐあつくなるからn

3 ふ だんの生活の中で,も ののかさが変化する様子を見つけたことがありますか。

A と ても好き B 好 き C あまり好きではない D き らい

12人 (36%) 18人 (55%) 2人 (6%) 1人 (3%)

A と ても好き B  好 き C あまり好きではない D き らい

27ノ 、(88°/0) 5人 (16%) 1人(3%) 0人 (0%)

A と ても好き B 好 き C あまり好きではない D き らい

10人 (31%) 16人 (48%) 7人 (21%) 0人 (0%)

・野菜をゆでているとお湯がへる。 ・水溜 りがなくなる

4 次 のことを正確にする自信がありますか。
(1) 試 験管やビーカー

フラスコを使う

(2) マ ッチを使 う

(3)ア ルコールラン

プを使 う

(4)ガ スバーナーを

使 う

Aとても自信がある B自信がある Cあまり自信がない D自信がない

9人 (27%) 1 6′尺(49%) 8人 (24%) 0人 (0%)

Aとても自信がある B自信がある Cあまり自信がない D自信がない

18人 (55%) 7人 (21%) 7人 (21%) 1ノ 、(3°/0)

Aとても自信がある B自信がある Cあまり自信がない D自信がない

1 1ノ 、(33°/0) 8人 (24%) 12人 (36%) 2人 (6%)

< 考 祭 >

① 理 科の学習活動については,興 味をもつて取 り組んでいる児童が多いが,予 想をしたり,結 果を記録

したりすることが苦手と感 じている児童が少なくない。結果を見通す力,結 果を正確に記録 し,考 祭す

る力を付けていくことが必要である。

① 温 度の変化によるかさの変化については,「水はへる」と答えた児童が多かった。これは 「水のすがた

とゆくえ」の学習で,水 はあたためると蒸発することを学習 したことが反映されている。蒸発 という現

象とは別に,膨 張を体感 させていくことが必要である。鉄については,か さが変わることを指摘できた

児童は少ない。また,適 切な根拠をあげた児童はほとんどいなかった。

① 日 常的な生活の中での経験についても,経 験不足なのか,結 びつかないのか無答が多かった。 日常生

活 と結びつけて考えていく力を育てていく必要がある。

① 実 験技能の基礎的な事項については,あ まり自信がない, 自信がないと答えた児童が 2割 以上に上っ

た。 とくに火を使 うことには経験が少ないのが普段の様子からも伺える。今後の実験活動の中で適切に

指導を繰 り返 し,定 着を図つていく必要がある。

Aとても自信がある B自信がある Cあまり自信がない D自信がない

1 6人 (49%) 9A(27%) 8ノ、(24%) 0人 (0%)
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4 単 元目標及び評価親華
【自然事象への関心・意欲・態度】

5 も ののかさとヨ度の学習についての系統

標目 評 価 規 準

○ 空 気,水 ,金 属のかさの変化に興味を持ち,
温度との関係を進んで調べることができる。

○ 空 気,水 ,金 属が温められるとどうなるかを

進んで調べようとしている。

【科学的な思考】

標目 評 価 規 準

○ 空 気,水 ,金 属のかさの変化を温度のちがい

と関係付けてとらえるとともに,空 気,水 )金

属の変化のちがいをとらえることができる。

○ 空 気,水 ,金 属をあたためたとき,か さがど

うなるかを予想し,実 験している。

【観祭・実験の技能・表現】

標目 評 価 規 準

O ガ スバーナーやアルコールランプ,ガ ラス器

具を安全に取り扱いながら実験 し,空 気,水 ,

金属の変化を的確に記録することができる。

○ ガ スバーナー,ア /L/コールランプ,ガ ラス器

具を安全に気を付けてあつかつたり,実 験をし

たりしている。

○ 空 気,水 ,金 属の変化を気を付けて観察し,

記録している。

【自然事象についての知識・理解】

標目 評 価 規 準

○ 空 気,水 ,金 属は,あ たためたり冷や した り

すると,そ のかさが変わることがわかる。

① 温 度によるかさの変化は;空 気がもつとも大

きく, 金属はガヽさV こヽとカミわかる。

○ 実 験の結果から温めたり冷や したりするとか

さが変化することを説明している。

① か さの変化のちがいを変化の大きさについて

説明している。

ものに 日光を当

てると,物の明るさ

やあたたか さが変

わること。

B ( 1 ) イ

物が水 に溶ける

量は水の量や温度,

溶けるものによつ

て 違 う こ と 。

B ( 1 ) イ

金属は熱せ られた

部分から順に温まる

が,水 や空気は熱せ

られた部分が移動 し

て全体 が温 ま る こ

と。   B ( 2 ) イ金属,水 および空気

は,温めたり冷や したり

すると,そのかさが変わ

ること。   B(2)ア
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6 単 元の指導・評宙計画 (6時 間扱い)

学習活動 (指導内容)
評 価 規 準

科学的な思考

・栓をしたフラスコを
湯につけ,栓がとび
出す様子を観祭す
る。(本時 60分 )

・栓をしたフラスコをあ

たためるとどうなるか

進んで調べようとして

いる。

・フラスコの様子から,

栓がとび出したわけを

予想している。

・安全に気をつけながら

フラスコの実験をして

いる。

・空気はあたためられ
るとかさが大きく
なるかに課題をも
ち,試験管の空気の
かさの変化を調べ

・試験管の空気のかさの

変化 を進んで調べ よう

として↓`る。

・実験の結果から温度と

空気のかさの変化を関

連付けて話している。

・試験管の中の空気を温

めた り冷やしたりして

かさの変化を調べ,温度

とかさの変化を正確に

記録している。

・空気は温度が高くなる

とかさが増えることを

指摘している。

・水も,あ たためられ
るとか さが大 きく
なることに問題 を

もち,試験管の中の

水のか さの変化 を

調べる。

・試験管の水のかさの変

化を進んで調べようと

して, る`。

・実験の結果から温度と

水のかさの変化を関連

付けて話している。

・試験管の中の水を温め

たり冷やした りしてか

さの変化を調べ,温度と

かさの変化を正確に記

録している。

・水は温度が高くなると

か さが増えることを指

摘 している。

・空気と比較 し,水の温

度による変化は空気よ

り小 さいことを指摘 し

ている。

・金属球のかさの変化を

進んで調べようとして

いる。

金属も,あ たためら

れるとか さが大き
くなることに問題
をもち,金属球のか

さの変化を調べる。

・アルコールランプを安

全に使いなが ら金属求

のかさの変化を調べ,正

確に記録している。

・金属は温度が高くなる

とかさが増 えることを

指摘 している。

・空気と比較し,水の温

度による変化は空気 よ

り小 さいことを指摘 し

ている。

に一
円玉でふ

たをして,中の空気
を温める,へ こんだ
ピンポン玉を湯に
つけるな どの例か

ら,温度と力ヽさの関
係について表 にま
とめる。

1円 玉やピンポン玉の

変化を今までの学習を

もとに予想している。

・温度とかさの関係,空

気,水 ,金属の変化の度

合いのちがいを表にま

とめている。

・評価テス トをす る。

(30分 )

７

＜

本時の指導 (1/6)
1) 授 業の構想

単元の始めであるので,空 気のかさに着 目させ,空 気の体積の変化に十分に興味を持たせたい。そのため

に, TヽRに よる牛乳瓶の実験と,栓 をしたフラスコをあたためる実験を用意 し,段 階的に考えさせる。 2

つの実験の変化について話 し合 う中で,と じこめた空気をあたためると空気のかさはどうなるか予想 し,学

習の見通 しがもてるようにさせたい。

児童の活動時間を十分に確保するために,時 間を60分 とした。

( 2 ) 目 標

① 栓 をしたフラスコを温める実験を通して,空 気をあたためるとどうなるのかに問いをもち,空 気の

温度によるかさの変化について予想することができる。
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( 3 )展  開

過程 主な学習活動 教師の指導・支援 教具等 評価 ・判断基準

導

入

前単元を想起する。

牛事Lびんの実験につい

て話し合う。
・中か らお されて出てき
た。

・空気が上に上がってき
た。

・空気がふ くらんだ。

学習課題を確認する。

せんをしたフ
たためる
う。   <争ボ

あ

ろ

を
だ

コ
ス
ω

ス
な

一フ
ナつ

○空気でっぽ うをおす

と,玉 がとび出すこと

を想起する。

○ 牛 乳びんから風船が

出てくる様子を提示し

話し合 う。

空気で

っぽう

VPR

牛乳瓶

の実験

風船が出てきたわけを

きる。 (挙手)

予想 し,説 明で

○ 栓 をしたフラスコを

提示し課題に結びつけ

る。

展

開

実験について予想する。

①栓をしたフヲスコを湯

につけてあたためると,
どうなるだろう。

栓が上にあがる。

フラスコの栓が飛び出す。

栓がフラスコの中に入つて

いく。

実験する。

①安全に気 を付けてグル
ープで実験 を しま しょ

う。

実験器具

・丸底フラスコ(500cD
・フォームポリスチレンの栓
・湯 (60℃～70℃)

結果について考える。

①なぜ栓が とび出 してき

たのでしょう。
。中の空気がふくらんで押

し出したのではないか。

安全指導事項
・フラスコを落とさない
よう気をつけさせる。

・場は熱いのでふれない
よう気をつけさせる。

・グループで栓を押し込
む強さを変えてとび方
のちがいをとらえさせ
る。

・再度やるときは水道水
で冷や してからや り直
すよう助言する。

・空気でっぽ うの場合 と
比べながら,図 や言葉
で記述させる。

ワー ク

シー ト

実験器

具

ワー ク

シー ト

栓をしたフラスコをあたためるとど

うなるか進んで調べようとしている。

(観察)

安全に気をつけながらフラスコの実

験をしている。 (観察)

実験の結果から栓がとび出したわけ

を考えている。(ワークシー ト)

A 空

することができる。
B空 気のかさの変化にふれて予想する

ことができる。
C何 が栓をおしたのか,空 気のかさに
着目して考えるようにうながす。

○

○

グループで協力して実験に
ことができる。

る

手順をもう1度 説明しながら,ゆ つ
くりと操作するよう助言する。

A る こ

とができる。
B方 法を理解 し指導事項を守つて実験

することができる。
C 安́全事項についての掲示を示し,確

実に守らせるようにする。

終

末

　

０

7 学 習のまとめをする。
・わかったこと,感 じたこ
とを書きましょう。

8 次 時の予告をする。 ・空気のかさの変化を調
べることを予告する。

ワー ク

シー ト

・実験からわかったこと,感 じたことを

書くことができる。(ワークシー ト)
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(4)教 師の支援 ・指導

関心・意欲・態度 科学的な思考 技能・表現
・ 栓 をしたフラスコをあたた

めるとどうなるか進んで調べ

ようとしている。

・ フラスコの様子か ら,栓 が

とび出したわけを予想 してい

る。

安全に気をつけながらフラ
スコの実験をしている。

・ 実 験に参加できない児童に

は,手"贋を説明しながらゆっく

りと操作させるようにする。

・ 何 が栓を圧 したのか,空 気
のかさに着 目して考えるよう

に助言する。

安全事項についての掲示を
示し,確 実に守らせるように

する。

(5)板 書計画

7 も ののかさと温度

せんをしたフラスコをあた
ためると,ど うなるだろう。 フラスコのせんはどう

なる?

せんを強くしたら?

・フラスコの栓が飛び出す。
・せんを強くした方がよくとん

だ。
・音をたててとび出した。

・フラスコを落とさない
。フラスコをぶつけない。
・湯にさわらない。

予 想

フラスコの中の空気がふくらん

でせんをおしだした。

(6)準 備物
ア 実 験器具

・丸型水晴           ・ 丸底フラスコ (5 0 0cc)
・フォームポリステレンの栓   ・ 湯 (60℃ ～70℃ )
・ふきん

イ 演 示用器具
・線香  ・ 耐熱手袋 ・ 牛乳瓶  ・ 風船

シ ワ ークシー ト

課 題  せ んをしたフラスコをあたためるとどうなるだろう。

丸底フラスコ

ギ宅経石ブケ枕とん
結果

ふり返 り
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8 資 料

(1)単 元の基礎的・基本的事項

関心 ・意欲 ・態度

(ア) フ ラスコをあたためるとどうなるかに関心を持ち,空 気を温めたときのかさの変化について

調べるために進んで実験すること。

(イ) 空 気のかさの変化から水,金 属のかさの変化に関心を持ち,水 や金属を温めたときのかさの

変化について調べるために進んで実験すること。

科学的な思考

(ア) フ ラスコの様子から,栓 がとび出したわけを予想すること。

(イ) 温 度と空気のかさの変化を関連付けてとらえること。

(ウ) 空 気のかさの変化をもとに,水 ,金 属の温度とかさの変化を関連付けてとらえること。

(工) 空 気,水 ,金 属のかさの変化のちがいを比較しながらとらえること。

実験技能

(ア) 実 験の手順を知り,ガ ラス器具やアルコールランプ,ガ スバーナーを安全に取り扱うこと。

① ガ ラス器具

①フラスコ,試 験管, ビーカーを害Jらないように気を付けて取り扱う。
①フラスコ,試 験管, ビーカーをスポンジやブラシを使つて洗う。

(イ) ア ルコールランプの正しい使い方を覚えること。

① マ ッチの使い方
。す りかわの向こうに向かつてこする。
・手首を90度 回して水平にする。
・マッチ箱は火薬のついた方を

手前に持つ。
。もえさし入れに水を入れる。

② アルコールランプの使い方
。下を押さえてふたを取る。
・斜め上からふたをする。
・火が消えたらいつたんふたを取 り,

冷えてからふたをし直す。

③ ガ スバーナーの使い方
・2つ のねじがあくことを確かめ,軽 く閉じておく。
・元栓を開ける。
・ガスねじをあけて火をつけ,炎 を調節する。
・空気ねじをあけて炎の色を青色にする。
・空気ねじ,ガ スねじの順に閉じる。
・元栓を閉じる。
・ふたり組で扱う。(火をつける,ね じを調節する)

実験の結果を正確に記録すること。

空気のね

ガスのね

(ウ)

工 理 解

( 1 )

(2)

温度の変化と空気,水 ,金 属のかさの変化に関連があることを理解すること

温度の変化によるかさの変化は,空 気が大きく,金 属は小さいことを理解すること
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